
　宮城県支部では、県内の青少年赤十字（JRC：Junior Red Cross）に加盟する中高生を対象に、リーダー
シップの取り方を学ぶ「リーダーシップ・トレーニング・センター（通称：トレセン）」を毎年８月の夏休み期間中に
開催しています。
　今年は当支部を会場に８月３日（月）から５日（水）までの2泊3日で開催し、JRC中高生メンバー20名が参加し
ました。参加者からは「とても学びのある時間を過ごすことができました。普段の学校生活や部活で生かしてい
きたいです」、「初めて知ることや新たな友達との出会いが多く、充実した良い夏休みの思い出になりました」な
どの感想が寄せられました。
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令和８年熊本地震災害義援金受付中
詳細はこちらから



　東日本大震災から15年が経ちました。当時幼かった子どもたち、震災後に生まれた子どもたちも小学生・中学生・高校生へと成長してい
ます。日本赤十字社宮城県支部では震災から10年を迎えた2021年から、「災害から自分のいのちを守り、家族などまわりの人の命を守っ
てほしい」という語り部さんの大切な思い、記憶と教訓を全国の子どもたちに届けています！
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　日本赤十字社宮城県支部は、宮城県内及び全国のJRC（青少年赤十字・Junior Red Cross）加盟校の子どもたちに被災
地の想いを繋ぎ、災害発生時には自分のいのちをしっかりと守ることができるよう公益社団法人3.11 メモリアルネットワー
クと協働して、語り部さんの生の声をオンラインで配信しています。
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　これまで宮城県・岩手県・福島県ご出身の24人の語り部さんに子
どもたちへ向けて、震災の体験と自分のいのちを守るためにできる
行動、大切にしてほしいことなどをお話しいただいてきました。
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どもたちへ向けて、震災の体験と自分のいのちを守るためにできる
行動、大切にしてほしいことなどをお話しいただいてきました。
　

出典：公益社団法人 3.11 メモリアルネットワーク，2026，語りを通じた防災意識変化、行動変化（2021 ～ 2025 追跡調査），
　　　公益社団法人 3.11 メモリアルネットワークホームページ，（2026 年 7月 17 日取得，https://311mn.org/info92）」

視聴後：自分の中で変わったことがある

3月：自分の中で変わったことがある

視聴後：家族に話したい

3月：家族に話した
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2021 年～2025 年度の調査結果

これまで全国から延べ455校・33,755人の児童・生徒が参加！

～震災の記憶と教訓を「災害を乗り越える力」に！～

　語り部 LIVE の特徴

　宮城県支部公式 YouTube 動画でも
紹介しています！

　公益社団法人 3.11 メモリアルネットワークの
　公式ホームページはこちら

子どもたちが
災害を自分事として

考えられる！

感想用紙で
「自分の言葉にする」
振り返りができる！

語り部 LIVEを視聴して子どもたちの意識と行動に変化が！ n=3,876

全国のＪＲＣ加盟
小学校～高校と

一緒に視聴できる！

　阿部さんの被災体験のお話や、お話を聴いた生徒の感想については、
2026年 3月に発行された「赤十字NEWS3月号」からご覧いただけます。

小学生
•いつ地震が起きるか分からないので、
　家族で話し合いをしたり、
　準備をしておきたいと思いました。
•『ありがとう、ごめんねは思った時に伝える』
と聞き、家族や友達に思いをしっかり伝えよ
うと思いました。

中学生
•語り部さんの話を聞いて、ハザー
ドマップを確認することや想定
外を想定内にする、
　自分の命は自分で守るなど、
　地震や津波、災害に関する考え
方が変わりました。
•『いつか災害が起きる』ではなく、
『今災害が起きたら』が大切だな
と思いました。

参加された先生から
•他地域の児童の様子を見ることで、
学習への意欲にもつながりました。

•震災を知らない世代に震災の教訓・
伝承をしていくと考えると、映像や
文章だけではなく、リアルな被災体
験の話や、語り部さんの感情や涙は
子どもたちの心に響くと感じまし
た。

語り部さんのお話を聞いて「自分の中で
変わったことがある」と回答した子ども
たちからは、「大切な人を守りたい気持
ちが強くなった」、「家族や地域の人によ
くあいさつするようになった」、「一日一
日を大切に過ごすようになった」などの
変化があったことを教えてもらった
ガー！

　一人でも多くの子どもたちに語り部さん
のお話を聴き、災害時にはいのちを守る
行動につなげてほしいと考えています。
　ご参加お待ちしております！
機会がありましたら、学校関係者の方にお
伝えください。
　よろしくお願いいたします。

時期：令和 8年 12月～令和 9年 2月
対象：全国の青少年赤十字（JRC）加盟校、
　　　宮城県内の学校
　　　（JRC未加盟校も視聴可）
内容：40分プログラム
　　　60分プログラムの 2種類
　

開催日時や語り部さんの情報、
お申込み方法など詳細については
当支部公式HPをご覧ください。

　JRCオンライン語り部LIVEを通して、全国の小中高校生が真剣に耳を傾け、「自
分ならどうするか」と考える姿から、私自身も多くを学ばせていただいています。
語り部の話は、悲しい過去や防災の手段を学ぶだけではありません。自分や家族、
友達のいのち、日々の営み、あるいは将来の夢や苦手なことへ踏み出す一歩を考
えるきっかけになればという想いで伝えています。東日本大震災から 15 年。あ
の時の子どもから今の子どもたちへ、生きる力を手渡す機会をつくってくださる
日本赤十字社宮城県支部の皆様と一緒に続けてまいります。

高校生
•『自分は大丈夫』などと
　油断することが危険だと知りました。
•自分ごとのように考えることの大切さを
　感じました。災害について、自分のできる
　ことを考え、行動していきたいと思いました。

本事業の開始時からご協力いただいている語り部の阿部 任さんからメッセージをお寄せいただきました。
あ　べ 　 じん

今年も開催します！
「JRCオンライン語り部 LIVE 2026」



　6月26日（金）、当院の本棟1階赤十字プラザ
において、院内コンサートを開催しました。今回
は、当院の研修医2名がバイオリン、看護師1名
がピアノを担当し、美しい演奏を披露しました。
　プログラムでは、スタジオジブリ映画「となりの
トトロ」の『さんぽ』をはじめ、ディズニーの名曲な
ど、子どもから大人まで楽しめる楽曲が演奏さ
れ、多くの患者さんやご家族、職員が心地よい音
色に耳を傾けました。また、演奏に合わせて手拍
子をする姿も見られ、笑顔あふれる楽しいひとと
きとなりました。
　今後も音楽を通じて、患者さんやご家族に癒
やしの時間を提供するための取り組みとして、院
内コンサートを継続し開催してまいります。　

　6月13日（土）名取駅コミュニティプラザにおいて今年度1回目となる市民セミナーを開催いたしま
した。「内視鏡ワールドへようこそ」と題し、消化器内科副部長 大森医師による講話を行いました。普段
診察室ではできない質問が多く飛び交う賑やかなセミナーになりました。
　第２回の市民セミナー
は9月26日（土）に八木
山市民センターで実施
を予定しております。地
域の皆さまの健康の一
助になるような企画を
計画中です。

　日本赤十字社では赤十字講習100周年を記念して、全国でイベントを実施しており、宮城県では６月６日（土）に、イオ
ンモール仙台上杉を会場に「赤十字講習１００周年記念キャラバンイベント」を実施しました。
　会場では、一次救命処置やAED体験ブース、救護服や看護実習衣の子どもサイズの試着・撮影ブース、全国のイベ
ント会場を巡るメッセージ横断幕に書き込めるブースなどを展開しました。
　当日は、221名の方がイベントに参加いただ
き、大盛況で終えることができました。
　100年もの間、赤十字講習を継続できたのは、
今回もご協力いただいたボランティアの講習指
導員や地域の奉仕団の方々といった赤十字の理
解者の大きな支えがあったことは言うまでもあり
ません。
　日本赤十字社は、赤十字講習101年目を先の
未来へつなげる「いのちと健康を守るバトン」とし
て、これからも赤十字講習を実施していきます。

塩竈市立第三中学校で防災セミナーを開催しました

　6月20日（土）・24日（水）に赤十字奉仕団委員長・団長会議を当支部で開催しました。2日間で計72名の委
員長・団長の皆さんが県内各地から参加され、地域で取り組まれている日頃のボランティア活動などを共有さ
れました。　
　また、赤十字講習の紹介として、健康生活支援講習「人生会議とエンディングノート」を体験いただきました。
「人生会議」では、医療・生活ケア・人間関係・価
値観の４種類のカードの中から今の自分の気持
ちに一番近いものを１枚ずつ選び、人生の最期
をどのように迎えたいか、そのためにどう過ご
していくか、ご自身の気持ちを整理してもらい
ました。参加者からは「前向きにこれからのこと
を考えることができました。奉仕団の仲間と一
緒にまた受講してみたいです。」と感想を寄せら
れました。

　6月14日（日）、塩竈市立第三中学校にて防災セミナーを実施しました。
　１年生へは「災害への備え」の講義及び「家具安全対策ゲーム」（自宅の
家具の安全対策の必要性を理解するカリキュラム）、２年生へは「ひなん
じょたいけん」（避難所における「自助」や「共助」の対応力を養うカード
ゲーム）を実施。
　受講した生徒からは、「家族で避難経路を確認したり、防災グッズを揃
えたりしてみようと思いました。」「避難の工夫の仕方を学びながらできる
ゲームはいいなと思いました。」などの声が寄せられました。
　東日本大震災を経験していない世代にとっても、防災について考える
きっかけとなる有意義な時間となったなら幸いです。

新しい献血バス
　日本赤十字社は1967（昭和42）年より日本宝くじ
協会様から社会貢献助成事業の一環として継続的に
献血バスをご寄贈いただいております。
　今年度は、宮城県赤十字血液センターに献血バス
「宝くじ号」が仲間入りしました！
　暑さ寒さ対策も万全。これまで以上に快適な献血空
間を提供します。

▲大森医師による講演

▲演奏を披露した研修医2名（バイオリン）と看護師1名（ピアノ）

会場の様子▶

▲納車式の様子 ◀献血バス内部

▲質疑応答も活発でした！

研修医と看護師による院内コンサートを開催

宮城県支部 のトピックス宮城県支部 のトピックス宮城県支部 のトピックス宮城県支部 のトピックス

▲皆さんで講習を受講されている様子

▲カードを使って各々の
　気持ちを整理しました

▲ハートラちゃんとパチリ

市民セミナーを開催しました！赤十字講習１００周年記念
キャラバンイベントを実施しました！

赤十字奉仕団委員長・団長会議を開催しました！

宮城県内宮城県内 施設のトピックス施設のトピックス

◀メッセージもいただきました
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ご当地ハートラちゃんが
誕生しました
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お役立ち情報 非常食かんたんレシピ非常食かんたんレシピ

　―お―し―ら―せ―　―お―し―ら―せ―　―お―し―ら―せ―　―お―し―ら―せ―

＼これからよろしくガー！／

　この度、全国47都道府県のご当地ハートラちゃんが完成し、
宮城県では「七夕ハートラちゃん」が誕生しました！
　毎年8月6日～8日に開催される仙台七夕まつりの七夕飾り
を背景とし、手にはずんだ餅をもっています。

　今後、様々なシーンで活躍する七夕ハートラちゃんが見られ
るかも…？
　詳しい紹介や各都道府県のご当地ハートラちゃんは特設サ
イトをご覧ください！

今年も世界救急法の日
イベントを実施します！
今年も世界救急法の日
イベントを実施します！

（ワールド・ファーストエイド・デー）

　赤十字では9月の第2土曜日を「ワールド・ファーストエイド・
デー／世界救急法の日」と位置づけ、毎年県内のイオンモール
を会場に一次救命処置体験イベントを実施しています。 
　本イベントを通じて、身近な人や大切な人の命を救う知識や
技術を身に付けることができます。
　おひとりでも、ご家族でもご一緒に体験できますので、お近
くにお越しの際にはぜひご体験ください。なお、事前予約及び
参加費は不要です。

※体験で使用する人形の数が限られているため、満員の場合は少々お待
ちいただく可能性があります。

【会　場】
・イオンモール新利府　北館2階　イベントコート
・イオンモール石巻　１階　緑の広場

【日　時】
・9月12日（土）　10：00～16：00
 ※両会場とも同日に実施します。

【問合せ先】　
日本赤十字社宮城県支部　事業推進課

講習・地域事業推進係　TEL：022-725-7530

ご当地ハートラちゃん
特設サイト

ご当地ハートラちゃん
特設サイト


